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はしがき

本報告書は、令和 年度文部科学省「大学等を通じたキャリア形成支援による幼児教育の

「職」の魅力向上・発信事業（「職」の魅力向上と人材確保の好循環を生み出すモデル創出

事業）」において、國學院大學が委託を受け実施した「幼児教育のプロフェッショナリズム

育成プログラムの開発」の 年間のプロジェクトの成果をまとめたものです。

現在、幼児期の生活習慣、認知的スキルや社会情動的スキルが、のちの人生に影響を与え

ること、そして質の高い幼児教育がそれらの育ちを支えていることが内外の研究で明らか

となってきています。この幼児教育の質向上の中核をなす幼稚園教諭等保育者が、養成課程

で挫折しその多くが他業種へ就職する、就職しても勤続年数が短い、また結婚や出産などで

一度離職した者の再就職が少ないといったことが原因で、深刻な人材不足、質の低下にあえ

いでいる状況があります。こうした現状を打開するため、文部科学省は令和 年度、より多

くの人材が幼児教育の道を志し、継続的に働き続けられる職場環境の中で体系的に資質能

力の向上を図る機会を確保すること、そして養成校入学前から免許資格保有まで、切れ目な

い総合的なキャリア形成支援の取組を実施することを目的とし、「職」の魅力向上と人材確

保の好循環を生み出すモデルの創出を各養成校に託しました。

國學院大學では「幼児教育のプロフェッショナリズム育成プログラムの開発」をテーマに

掲げ、保育者養成に携わる人間開発学部子ども支援学科教員から 名のプロジェクトメン

バーを選出し、高校生から養成校生、そして保育者まで、切れ目のない、質の高い保育者の

キャリア形成を支援する包括的プロジェクトに学科を挙げて取り組むこととしました。本

報告書にはプロジェクトメンバー及び学科教員の取組と議論の 年間の積み重ねが反映さ

れています。本報告書が今後、質の高い幼児教育を担う保育者のキャリア形成のための資料

として広く活用され、日本の幼児教育の質向上と子どもたちの資質能力向上に資すれば幸

いです。

最後に、このプロジェクトの過程でご尽力を賜った教育委員会はじめ関係機関の皆様、体

験授業に参加してくださった高校生の皆様、本学学生、卒業生に対し、深謝申し上げます。

令和 年 月

研究代表 國學院大學人間開発学部子ども支援学科准教授 吉永 安里
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1

第 章 研究概要

Ⅰ 目的

近年、幼稚園教諭免許・保育士資格を取得できる保育者養成課程の学部・学科への志願

者数が減少傾向にある。 年には 人だった志願者数が、 年には 人ま

で落ち込んで（全国私立大学 大学志願者：河合塾調べ）。この傾向は、本学、國學院

大學人間開発学部子ども支援学科の入学試験（一般選抜試験）においても見られる。

年には 人いた志願者も、 年には 人まで減っている。

こうした保育者養成課程への志願者数の減少は、少子化（新谷， ）もその一因では

あるが、他学部・他学科と比較しても減少率が高いことから、保育者の給与や長時間労働

等の処遇問題、それに伴う離職率の高さ、不適切保育などについての報道による社会的な

影響が否めない。質の高い保育者を育成するためにも、まず高校生が幼児教育・保育職の

魅力を知り、保育者養成課程により多くの高校生が志願することが重要である。

そこで國學院大學人間開発学部子ども支援学科では、 年度より、より多くの高校生

に幼児教育・保育職の魅力を知らせるため、学科独自の チャンネル「子ども支援

」（國學院大學人間開発学部子ども支援学科 ：

）を立ち上げ、大学や学科の入試に

関する だけでなく、学科教員が各自の専門領域や児童文化財である絵本の魅力につい

て広く社会に伝える取組を行ってきた。また、 年度には、系列校である國學院高等学

校と連携し、幼児教育・保育職の魅力を伝える出前授業を 回、学科学生主催のキャンパ

スツアーと交流会を 回行う予定である。しかし、これらの取組は、元々本学子ども支援

学科を志望する高校生、幼児教育・保育職をすでに志望する高校生、あるいは系列校の高

校生に限定されてしまうため、まだ進路の決定していない高校生、より広範にわたる地域

の高校生も視野に入れて、幼児教育・保育職の魅力を伝え、関心を醸成していく必要があ

ると考える。

また、現在、保育者不足が深刻化する中、原因として保育者の離職率の高さが指摘され

る（庭野， ）。文部科学省（ ， ）と東京都福祉保健局（ ）は、幼稚園教

諭や保育士の退職理由として、他校種の教員と異なり、定年退職ではなく「転職」「家庭

の事情」「職場の人間関係」「給料が安い」「仕事量が多い」「労働時間が長い」「職業適性

に対する不安」など他の理由が多いことを明らかにしている。さらに森本・林・東村

（ ）も、職の理由として「進路変更」「身体的・精神的な体調不良」「責任の重さ」
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た、その仕組みとして保育教諭養成課程研究会（ ）は研修が重要であるとしてい

る。そこで本学では、 年度より卒業生（全職種）を対象としたホームカミングデー、

年度より卒業生（新卒者のみ）を対象としたフォローアップ研修を行ってきた。しか

し、特に保育職の離職率が高く、勤務年数が長いと離職意向が高まる傾向がある（庭野，

）ことから、保育職にターゲットを絞り、また経験年数の長い保育者も対象とする

ホームカミングデーやフォローアップ研修を行う必要があると考えられる。

さらに本学では、入学当初は保育職への就職を希望している学生が多いのにもかかわら

ず、一般就職に進路変更する学生が 年 ％、 年 ％、 年 ％、 年

％、 年 ％と例年 ％前後いる。こうした傾向は、他大学でも見られ、小畠

（ ）は、 年生の ％が進路を変更し、その多くが保育職からの他職種への変更であ

ることを明らかにした。変更の理由として「給料がよい」「保育職には向いていない」「保

育職に比べて残業が少ない」など、離職の原因と共通する処遇の問題や職業適性を挙げて

いる。また、入学前に保育体験をした学生が他職種へ変更する割合が高いことも示唆して

いる。小畠（ ）は、高校や中学校での短い保育体験で保育の楽しさを感じ、よい印

象だけを持って保育養成課程に進み、実習で保育現場の現実を知り否定的になるというこ

とがあると指摘している。したがって高校から保育職を目指し、大学の実習指導を経て保

育職に就くまでのプロセスにおいて、高校段階では、単に楽しい経験だけをする保育体験

ではなく、保育職について正しく知ることが重要であり、養成課程では適切な実習指導を

行うとともに、 の現職保育者から保育職の実際（苦労やそれだけではない魅力）を養

成校生に伝えてもらう機会を設定する必要があると考える。

そこで、本研究では、上記①保育者養成課程志願者数の減少②保育職離職者の増加③保育

者就職者の減少という つの課題に対し、単に保育者養成課程への志願者数を増やし、保育

職の離職者を減らし就職者を増やすということではなく、現在、求められている質の高い幼

児教育を担うことのできる高度な専門性をもつ幼児教育のプロフェッショナルを育成し、

現場での定着を図る「幼児教育のプロフェッショナリズム育成プログラムの開発」を目的と

し、以下の つの研究を行った。

①高校生を対象とした保育職の魅力発信として、本学教員が高等学校へ赴き、幼児教育の重

要性に関する講演を行ったり、高校生と養成校生との交流の機会を設けたりし、高校生に

保育職の魅力や進路選択に役立つ情報提供を行う。

②養成校生を対象としたキャリア形成支援として、保育職に就いている と養成校生と

の交流会を開き、養成校生が保育職の実際を知り、保育職の実際とその魅力を知り、志望

する際の不安を払拭できるようにする。

③現職教諭を対象としたキャリア形成支援として、経験年数にかかわらず保育職に就く

を対象としたホームカミングデーを実施し、その中で、保育の現代的課題についての

研修を受けられる機会を設けたり、大学教員に相談できる茶話会や相談会の時間を設け

たりし、保育効力感を上げ、保育職に係る困難を乗り越えるそれぞれの方法を見いだし、

保育職への定着を図る仕組みづくりを開発する。

【引用文献】

有松徹・那須信樹（ ）保育者の在職意識にかかる一考察 同僚性と保育者効力感の

視点から 中村学園大学・中村学園大学短期大学部研究紀要

小畠啓子（ ）保育者養成学科に在籍する大学生の意識調査 環太平洋大学研究紀要

（ ）

新谷公朗（ ）短期大学の情報教育による経営差異化の一考察 同志社政策科学研究

（ ）

庭野晃子（ ）保育従事者の離職意向を規定する要因 保育学研究

文部科学省（ ）平成 年度学校教員統計調査（

： 閲覧）

文部科学省（ ）令和元年度学校教員統計調査（

： 閲覧）

東京都福祉保健局（ ）平成 年度東京都保育士実態調査報告書

（ ：

閲覧）

森本美佐・林悠子・東村知子（ ）新人保育者の早期離職に関する実態調査 紀要

（ ）

保育教諭養成課程研究会編（ ）「養成から現職への学びの連続性を踏まえた新規採用

教員研修」 保育教諭養成課程研究会

Ⅱ 研究計画

研究計画については、全国の高校生と若手幼稚園教諭・保育士・保育教諭を対象としたウ

ェブ調査に遅れが生じ 月に実施されたが、それ以外はおおむね計画通りであった。最終

的な研究の流れは表 の通りである。研究の目的に沿って、①中高生を対象とした職の魅力

発信②養成校生を対象としたキャリア形成支援③現職教諭・離職者等を対象としたキャリ

ア形成支援の 本柱で研究を進めた。

①では高校生を対象に「保育体験等の実施、幼児教育の重要性に関する講演」の取組とし

て体験授業を行った。また、「養成校生との交流の機会の設定」として、希望する養成校生

を募り、高校生のキャンパスツアーと大学進学、大学での学修、就職活動などについての質

問に率直に答えてもらう時間を担当してもらった。また②では、 と養成校生との交流

会、③若手教諭に向けたホームカミングデーの実施では、現職保育者対象の研修、大学教員

との茶話会、養成校生への講話とグループ懇談を行った。
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施
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茨
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湯
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光
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児
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③
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史
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光
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・
全
体
構
想
と
事
業
計
画

に
つ
い
て
の
確
認
と
検
討

・
事
業
の
年
間
活
動
計
画

・
内
容
に
つ
い
て
の
協
議
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施
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に
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の
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児
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（
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編
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川
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②
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と
し

た
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
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ダ
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）
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澤
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子
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①
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中
高
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を
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た
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の
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ジ
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□
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後
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洋
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野
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史

・
及
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『
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会

的
子
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て
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』

（
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②

：
養

成
校

生
を

対
象

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
リ

ー
ダ

ー
自

然
体

験
、

運
動

遊
び

、
SD

Gs
、

領
域

環
境

、
領

域
健

康

青
木

　
康

太
朗

准
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③
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・
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者

等
を
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ジ
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神
長
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・

高
柳

恭
子

・
桂
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奈

己
・

青
木
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編

著
「
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ど

も
と

環
境

  子
ど

も
の

感
性

を
ひ

ら
く

保
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者
の

か
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り

」
（

光
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２．研究協力者・研究協力校

本研究の実施にあたっては、多数の研究協力者、研究協力校等のお力添えをいただいた。

ご多用の中、本研究に快くお力をお貸しくださった皆様に、厚く御礼申し上げたい。

（１）中高生を対象とした職の魅力発信

全国高等学校長協会家庭部会・公益財団法人 全国高等学校家庭科教育振興会

事務局長 加藤 路子氏

東京都教育委員会

富山県教育委員会

埼玉県教育委員会

福岡県立行橋高等学校

兵庫県立明石清水高等学校

神奈川県立厚木東高等学校

神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校

埼玉県立熊谷農業高等学校

東京都立広尾高等学校

東京都立豊多摩高等学校

富山県立雄山高等学校

富山県立桜井高等学校

学校法人旭学園 佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校

学校法人加藤学園 加藤学園高等学校

学校法人國學院大學 國學院大學久我山中学高等学校

学校法人國學院大學 国学院高等学校

学校法人國學院大學 國學院大學栃木中学・高等学校

学校法人塩原学園 本庄第一高等学校

学校法人湘南学院 湘南学院高等学校

学校法人東京農業大学 東京農業大学第二高等学校

学校法人八千代松陰学園 八千代松陰中学・高等学校

（２）養成校生を対象としたキャリア形成支援及び現職教諭・離職者を対象としたキャリア

形成支援

令和 年度幼稚園教育実習 履修の養成校生（國學院大學人間開発学部子ども支援学科

年生・ 年生、國學院大學人間開発学部初等教育学科 年）

オープンキャンパス時のガイドをしてくれた國學院大學人間開発学部子ども支援学科 年

生・ 年生・ 年生

保育者研修・茶話会・養成校生との交流会にご参加くださった國學院大學人間開発学部子ど

も支援学科

第２章 研究報告

Ⅰ．高校生を対象とした職の魅力発信

１．体験授業

（１）概要

高校生を対象とした保育職の魅力発信として、本学教員が高等学校へ赴き、幼児教育の重

要性に関する講演を行ったり、高校生と養成校生との交流の機会を設けたりし、高校生に保

育職の魅力や進路選択に役立つ情報提供を行った。

授業内容は、遊びや創作活動、絵本、健康、栄養、接続期、障害児保育、発達心理学など

から 9つのテーマを設定した。テーマ選定は高等学校の希望を優先し、担当教員が高等学校

へ出向いて授業を行った。実施地域は全国1都9県、18校の高等学校で実施した（（表2.1.1）。

（２）体験授業実施報告

体験授業で使用した資料（一部抜粋）を（1）の表にあるテーマ番号の順に以下に示した。

また、授業中の様子（写真）を一部掲載した。

表 2.1.1（体験授業の概要（テーマ、担当講師、実施高等学校一覧）

テーマ 授業講師 実施高等学校名（実施時期）

これからの保育・教育を考える 吉永安里
東京都立広尾高等学校（10月）、埼玉県私立本庄第一
高等学校（11月）

小1プロブレム解消 吉永安里 東京都立広尾高等学校（10月）

保育ってなあに？ 鈴木みゆき
國學院高等学校（7月）、福岡県立行橋高等学校（10
月）、埼玉県立熊谷農業高等学校（1月）

食を中心に 鈴木みゆき
兵庫県立明石清水高等学校（10月）、佐賀県私立佐賀
女子短大附属佐賀女子高等学校、國學院栃木高等学校
（11月）

創造的な遊び
―つくる・遊ぶ・考える―

島田由紀子
國學院高等学校（7月）、國學院大學久我山高等学校、
神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校、富山県立桜井高等学
校（11月）、富山県立雄山高等学校（12月）

臨床発達心理学からの障害児保育
野澤純子

静岡県私立加藤学園高等学校（11月）、神奈川県私立
湘南学院高等学校（11月）、千葉県私立八千代松陰中
学・高等学校

遊びは学び 青木康太朗
東京都立豊多摩高等学校（10月2回）、神奈川県立厚木
東高等学校、東京農業大学第二高等学校（12月）

子どもの心理学 結城孝治 國學院高等学校（7月）

生涯発達を支える幼児期の教育とは柳生崇志 國學院高等学校（7月）
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（３）体験授業のアンケート結果 

１）調査の概要 

本調査は、高校生を対象とした職の魅力発信として、本学教員による幼児教育の重要性、

保育職の魅力、進路選択に役立つ情報提供に関する体験授業を行い、その成果として受講

者の理解度、興味の変化を明らかにすることを目的とした。 

調査期間は令和 5 年 7 ～12 月とし、調査方法は自記式の調査票を用いた集合法とした。

調査時期は体験授業後とし、体験授業を受講した 627 名（男子 161 名、女子 453 名、回答

したくない 9 名、無回答 4 名）の高校生（1 年生 185 名、2 年生 261 名、3 年生 179 名、無

回答 2 名）から回答を得た。 

主な調査内容は、体験授業を通じた「子どもや子育てへの興味や関心の深まり」や「保

育職に対するイメージの変化」「保育職への興味や関心の深まり」「保育・幼児教育系の学

部学科の教育内容に対する興味や関心の深まり」「保育・幼児教育系の学部学科への進学の

意向」、体験授業に対する感想等とした。 

 

２）主な調査結果 

体験授業による保育・幼児教育に対する理解や興味等の変化や体験授業に対する感想は

以下の通りである。各調査結果については、単純集計のほか、保育・幼児教育関係への進
学を希望する⽣徒（127 名）と希望しない⽣徒（425 名）でのクロス集計も加えて⾏った。 
 

ア．体験授業による保育・幼児教育に対する理解や興味等の変化 

（子どもや子育てへの興味や関心の深まり） 

体験授業を受け、「子どもや子育てについて興味や関心が深まったか」と尋ねたとこ

ろ、「深まった」「少し深まった」と回答した生徒は93.6％で、ほとんどの生徒が体験

授業を通じて子どもや子育てへの興味や関心が深まったことが分かった。 

 

 

図図22..11..11  子子どどももやや子子育育ててへへのの興興味味やや関関心心のの深深ままりり  
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①深まった ②少し深まった ③あまり変わらない ④変わらない 無回答

 

 

保育・幼児教育への進学希望別に「深まった」と回答した割合を比較してみると、希望

する生徒（89.0％）と希望しない生徒（57.4％）で大きな差がみられたが、「少し深まっ

た」を合わせると、いずれも9割を超えることから、進学希望の有無にかかわらず、体験

授業を通じて子どもや子育てに対する興味や関心が深まったことが分かった。 
 

 

図図22..11..22    保保育育・・幼幼児児教教育育へへのの進進学学希希望望別別  子子どどももやや子子育育ててへへのの興興味味やや関関心心のの深深ままりり  

 

（保育職に対するイメージの変化） 

体験授業を受け、「保育職（幼稚園や保育所の先生）に対するイメージが変わったか」

と尋ねたところ、「変わった」「少し変わった」と回答した生徒は78.1％で、8割弱の生

徒が体験授業を通じて保育職に対するイメージが変わったことが分かった。 

 

 

図図22..11..33  保保育育職職にに対対すするるイイメメーージジのの変変化化  

  

そこで、保育・幼児教育への進学希望別に「変わった」と回答した割合を比較してみる

と、希望する生徒（41.7％）と希望しない生徒（27.5％）では大きな差がみられたが、

「少し変わった」を合わせると、希望する生徒は81.1％、希望しない生徒は76.4％が変

わったと感じていることから、進学希望の有無にかかわらず、7割以上の生徒は体験授業

を通じて保育職に対するイメージが変わったことが分かった。 
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図図22..11..33  保保育育職職にに対対すするるイイメメーージジのの変変化化  

  

そこで、保育・幼児教育への進学希望別に「変わった」と回答した割合を比較してみる

と、希望する生徒（41.7％）と希望しない生徒（27.5％）では大きな差がみられたが、

「少し変わった」を合わせると、希望する生徒は81.1％、希望しない生徒は76.4％が変

わったと感じていることから、進学希望の有無にかかわらず、7割以上の生徒は体験授業

を通じて保育職に対するイメージが変わったことが分かった。 
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図図22..11..44  保保育育・・幼幼児児教教育育へへのの進進学学希希望望別別  保保育育職職にに対対すするるイイメメーージジのの変変化化  

 
（保育職への興味や関心の深まり） 

体験授業を受け、「保育職（幼稚園や保育所の先生）について興味や関心が深まった

か」と尋ねたところ、「深まった」「少し深まった」と回答した生徒は80.3％で、およ

そ8割の生徒が体験授業を通じて保育職への興味や関心が深まったことが分かった。 

 

  

図図22..11..55  保保育育職職へへのの興興味味やや関関心心のの深深ままりり  

  

そこで、保育・幼児教育への進学希望別に「深まった」と回答した割合を比較してみる

と、希望する生徒（81.1％）と希望しない生徒（28.5％）では50ポイント以上の差がみ

られ、保育・幼児教育への進学を希望する生徒ほど、体験授業を通じて保育職に対する興

味や関心が深まっていることが分かった。しかし、「少し深まった」を合わせると、希

望しない生徒でも74.4％が深まったと感じていることから、保育・幼児教育への進学を

希望しない生徒であっても、7割以上の生徒は体験授業を通じて保育職に対して興味や関

心が深まったことが分かった。 
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図図22..11..66  保保育育・・幼幼児児教教育育へへのの進進学学希希望望別別  保保育育職職へへのの興興味味やや関関心心のの深深ままりり  

 
（保育・幼児教育系の学部学科の教育内容に対する興味や関心の深まり） 

体験授業を受け、「保育・幼児教育系の学部学科の教育内容に対する興味や関心が深ま

ったか」と尋ねたところ、「深まった」「少し深まった」と回答した生徒は77.0％で、8

割弱の生徒が体験授業を通じて保育・幼児教育系の学部学科の教育内容に興味や関心が深

まったことが分かった。 

 

 
図図22..11..77  保保育育・・幼幼児児教教育育系系のの学学部部学学科科のの教教育育内内容容にに対対すするる興興味味やや関関心心のの深深ままりり  

 

そこで、保育・幼児教育への進学希望別に「深まった」と回答した割合を比較してみる
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保育・幼児教育への進学を希望しない生徒であっても、7割以上の生徒は体験授業を通じ

て保育・幼児教育系の学部学科の教育内容に対する興味や関心が深まったことが分かっ

た。 
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図図22..11..88  保保育育・・幼幼児児教教育育へへのの進進学学希希望望別別  保保育育・・幼幼児児教教育育系系のの学学部部学学科科のの  

教教育育内内容容にに対対すするる興興味味やや関関心心のの深深ままりり  

 
（保育・幼児教育系の学部学科への進学の意向） 

体験授業を受け、「保育・幼児教育系の学部学科を進学先として考えたいと思うか」

と尋ねたところ、「そう思う」「少しそう思う」と回答した生徒は43.7％で、半数程度

の生徒が体験授業を通じて保育・幼児教育系の学部学科を進学先として考えたいと思っ

ていることが分かった。 

 

 

図図22..11..99  保保育育・・幼幼児児教教育育系系のの学学部部学学科科へへのの進進学学のの意意向向  

 

そこで、保育・幼児教育への進学希望別に「そう思う」と回答した割合を比較してみる

と、希望する生徒（76.4％）と希望しない生徒（4.2％）では70ポイント以上の差がみら

れ、保育・幼児教育への進学を希望する生徒ほど、体験授業を通じて保育・幼児教育系の

学部学科への進学先したいという思いを強くしていることが分かった。しかし、「少し

そう思う」を合わせると、希望しない生徒でも28.4％が保育・幼児教育系の学部学科を

進学先として考えたいと思っていることから、保育・幼児教育への進学を希望しない生徒

であっても、3割弱の生徒は体験授業を通じて保育・幼児教育系の学部学科を進学先とし

て考えたいと思うようになることが分かった。 
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図図22..11..1100  保保育育・・幼幼児児教教育育へへのの進進学学希希望望別別  保保育育・・幼幼児児教教育育系系のの学学部部学学科科へへのの進進学学のの意意

向向  

 

 

イ．体験授業に対する感想 

体験授業について関心をもったかどうか尋ねたところ、「関心をもった」「少し関心

をもった」と回答した生徒は96.2％で、ほとんどの生徒が体験授業を通じて体験授業の

内容に関心をもったことが分かった。 

  

図図22..11..1111  体体験験授授業業へへのの関関心心  

 

そこで、保育・幼児教育への進学希望別に「関心をもった」と回答した割合を比較して

みると、希望する生徒（89.8％）と希望しない生徒（66.1％）で大きな差がみられたも

のの、「少し関心をもった」を合わせると、いずれも9割を超えることから、進学希望の

有無にかかわらず、ほとんどの生徒が体験授業の内容に関心をもったことが分かった。 
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図図22..11..1122  保保育育・・幼幼児児教教育育へへのの進進学学希希望望別別  体体験験授授業業へへのの関関心心  

 

.<体験授業の主な感想> 

・保育は子どもの成長を身近に見ることができ、子どもと接することで自分自身も成長で

きることを学びました。保育士は、責任の重さを感じることもあるけれど、子どもと接

する中で、やりがいを感じられたり、子どもの不思議な考えを見ることができると知り

ました。今回の講話を聞けて良かったです。 

・保育士の方は全員が楽しむためにはどのような声かけをしたらよいかなどをその場です

ぐに対応しなければならないので考えるのが少し難しそうだなと思いました。でも、子

どもに強制するのではなく、子どもがやりたくなるような声かけをしたらよいと知り、

保育職はすごいなと思いました。 

・今回、食についてのお話をしていただいて、子どもの食育の大切さを学ぶことができま

した。鈴木先生のお話は非常に聞いていて楽しい話ばかりでした。将来、保育士として

働く日がくるのなら、子どもたちに食の大切を伝えられたらいいなと思いました。 

・新聞紙二枚でこんなに楽しく色々形が変わってできるのは、すごいし、楽しかったで

す！小さい子でも簡単にできて、やっぱり先生になるには発想が大事なのと、簡単で楽

しく作るのが大事だと思いました！ 

・ 障害がある子の「できない」ことではなく、「できる」ことから考えて成長を支えると

いうことは難しいが、やりがいがある仕事だと思いました。弱視のメガネを体験して、

想像以上に見えないと気づきました。このような人々が生活しやすい環境を私たちが作

っていくことが大切だと思いました。 

・進路で、保育について考える機会が増え、「小学校の学習意欲の低さ」という問題につ

いて調べていたので、今日の授業は自分の調べていたこととリンクしたり、逆に自分の

持っている価値観に当てはめて固定観念をもっていたことに気づかされました。私は、

「一人一人に合わせた保育」をすることが目標なので、今日の授業をうけ、子どもたち
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の能力を高められる保育者になりたいと改めて思いました。 

・初等教育にとても興味をもっていて、特に小学校の時に感じた学びを深めることの楽し

さを忘れられずにいました。今回は幼児教育系の話を聞いて、改めて学ぶことは、感じ

る→気づく→学ぶというプロセスがあったんだなと気づくことができました。とても良

い経験になりました。 

・私は教師となって多様性を尊重し、子ども一人ひとりの自律を促すサポートをしてい

き、主体性を大切にしていきたいと考えていました。そのため、まさに主体性を特に重

要視した学びが良いということを知り、よりそのような教師になりたいと感じました。

また、教師のあり方が時代とともに、変化し、現在のような一斉授業ではなく、自分た

ち自身から学んでいきたいという意欲を大切にした授業をしていきたいと考えていま

す。私は未来の日本を担っていく子どもたちを育成していこうと思います。 

・私の母が保育士として働いていて、特にグレーの子（自閉症の疑い、症状がある子）を

つきっきりでサポートしているそうです。私は以前までは、なぜもっと直接的なサポー

トをグレーの子全員にしてあげないのかなど、少し遠回りでサポートをしている母に疑

問をもっていました。でも、今日の話を聞いて、できないことができるように、本人で

はなく、周りを変えて本人のできることを増やしていたのが分かってすごく納得しまし

た。母の話では、子どもと親の理解の差や事例でもあったように、家庭での生活状況の

問題が一番時間がかかると言っていたので、現場で遠い目標を見据えて取り組んでいる

のが簡単なことでなはいと分かったので、保育者という仕事に対してイメージが変わり

ました。 

 

３）まとめ 

 本調査の結果、高校生を対象に幼児教育の重要性や保育職の魅力、進路選択に役立つ情

報提供に関する体験授業を行うことで、子どもや子育てに対する興味・関心が深まり、保

育職のイメージにも変化があることが分かった。さらに、体験授業を通じて保育や幼児教
育について学びを深めることで、保育職や保育・幼児教育系の学部学科に対する興味・関

心が高まり、進学先として考えたいと思うようになる⽣徒がいることも分かった。 
 こうした体験授業の成果は、保育職を希望する⽣徒ほどみられたが、保育・幼児教育へ
の進学を希望しない⽣徒であっても、保育職に対する興味・関⼼が⾼まったり、保育・幼
児教育系の学部学科を進学先として考えたいと思うようになったりする⽣徒が⼀定数いる
ことも分かった。 
 以上のことから、高校生に保育職の魅力を伝え、将来の保育者の芽を育んでいくために

は、高大連携の観点から保育・幼児教育に係る体験授業を積極的に取り組んでいくことが

大切であることが分かった。 
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２．高校生を対象とした保育職に対する意識調査（ウェブ調査） 

 

（１）調査の概要 

本調査は、保育職の魅力向上に資する基礎的情報を得るため、高校生の保育職への興味・

関心や保育職に抱くイメージ、将来の就職希望等の実態を把握することを目的とした。 

調査方法はインターネットを利用したウェブアンケート調査とし、調査期間は令和 6 年

1 月 5 日(金)～1 月 9 日(火)の 5 日間とした。調査対象は、調査会社にモニター登録して

いる高校生 1,000 人で、回答者の内訳を性別でみると、男子 186 人、女子 785 人、回答し

たくない 29 人となっており、学年でみると、1 年生 340 人、2 年生 365 人、3 年生 294 人、

その他 1 人となっていた。 

主な調査内容は、「卒業後の進路」や「保育職との関わり」「保育職に対する意識」「保育

職の魅力を高める工夫や取組」等とした。 

 

（２）主な調査結果 

１）卒業後の進路 

ア．進学を希望する学部 

 進学を希望する学部を尋ねたところ、「医、薬、保健分野」（20.4％）と最も高く、次い

で「法・政治、経済・経営・商学分野」（18.7％）、「人文分野（文、史、文化、哲・心理学

等）」（16.2％）と続き、「保育・幼児教育関係」は 5.4％であった。 

 

  

図図 22..11..1133  進進学学をを希希望望すするる学学部部（（複複数数回回答答）） 
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イ．将来なりたい職業 

 将来なりたい職業を尋ねたところ、「公務員」（8.4％）が最も高く、次いで「会社員」

（7.7％）、看護師（6.2％）と続き、「保育士・幼稚園教諭」は 3.6％であった。 

 
図図 22..11..1144  将将来来ななりりたたいい職職業業  
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エ．進路を考えたり決めたりする際に影響を受けるもの 

 進路を考えたり決めたりする際に影響を受けるものを尋ねたところ、「親（保護者）」

（64.5％）が最も高く、次いで「学校の先生」（37.0％）、「インターネットや SNS」（27.7％）

等であった。一方、「特に他人などに影響されない」も 18.0％と 2割弱を占めていた。 

そのうち、最も影響を受けるものをみると、「親（保護者）」（42.4％）が最も高く、次い

で「インターネットや SNS」（12.2％）や「学校の先生」（9.7％）となっていた。 

 

図図 22..11..1166  進進路路ににつついいてて考考ええたたりり決決めめたたりりすするる際際にに影影響響をを受受けけるるもものの  

 

２）保育職との関わり 

ア．幼稚園や保育所の先生の働く姿を実際に見た経験 

 中学生以降に幼稚園や保育所の先生の働く姿を実際に見た経験を尋ねたところ、「ある」

と回答した高校生は 44.2％であった。 

 

 

図図 22..11..1177  幼幼稚稚園園やや保保育育所所のの先先生生のの働働くく姿姿をを実実際際にに見見たた経経験験  
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 そこで、幼稚園や保育所の先生の働く姿を実際に見た経験が「ある」と回答した人に、

どのような経験だったかを自由記述で尋ねたところ、「職場体験」や「家族・知人の送迎・

行事」「通りすがり」に関する回答が多くみられた。 

 

（主な自由回答） 

〇職場体験 

・中 1 の保育所職場体験（女性、2 年生） 

・中 2 のトライやるウィーク（女性、3 年生） 

・高 1 の幼稚園職業体験（女性、2 年生） 

 〇家族・知人の送迎・行事 

・弟の通っている幼稚園に迎えに行く時（男性、3 年生） 

・弟妹のお迎えや保育参観等に参加した（女性、3年生） 

〇通りすがり 

・お散歩カーに園児を乗せた保育所の先生を見た（女性、1 年生） 

・通学路にある保育園の様子を通りすがりに（女性、2 年生） 

 〇その他 

・中学校の家庭科の授業で、保育園に行って一緒に遊んだり、踊ったりした（女性、

2 年生） 

・中 2 の保育園でのボランティア（女性、3 年生） 

・姉が幼稚園の先生をしているため、家でお遊戯会の服を作っているなど（女性、2 年

生） 

・高校生になった時にみんなで先生たちに会いに行った（女性、2 年生） 

 

イ．職場体験で幼稚園や保育所に行った経験 

 学校の職場体験で幼稚園や保育所に行った経験を尋ねたところ、「ある」と回答した高校

生は 25.4％であった。 

 

図図 22..11..1188  学学校校のの職職場場体体験験でで幼幼稚稚園園やや保保育育所所にに行行っったた経経験験  
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 次に、幼稚園や保育所での職場体験があると回答した高校生に、その感想を尋ねたとこ

ろ、9割弱 の高校生が「よかった」（50.0％）「まあよかった」（39.0％）と回答した。 

 

図図 22..11..1199  職職場場体体験験のの感感想想  ※※幼幼稚稚園園・・保保育育所所ででのの職職場場体体験験経経験験者者ベベーースス  

 

 そこで、職場体験の感想を自由記述で尋ねたところ、「よかった」「まあよかった」と回

答した理由は、「楽しかったから」「子どもが可愛かったから」といった理由のほか、「大変

さを知ることができたから」「学ぶことが多かったから」という理由が多くみられた。 

 一方、「あまりよくなかった」「よくなかった」と回答した理由は「忙しい」といったこ

とが多かった。 

 

（主な自由回答） 

「よかった」「まあよかった」と回答した理由 

〇楽しかったから 

・園児と遊べて楽しかったから（男性、1 年生） 

・楽しく園児たちと交流できたから（女性、3 年生） 

〇子どもが可愛かったから 

・子供が純粋で可愛らしく楽しかった（女性、2 年生） 

・園児が可愛かった（女性、2 年生） 

〇大変さを知ることができたから 

・園児と実際に触れ合うことで、保育士さんの大変さが身に染みて理解できた（女性、

3 年生） 

・自分が幼少期の時にこんな仕事をしていたのかと大変さを知れたから！関心した！

（女性、2 年生） 

 〇学ぶことが多かったから 

・ただただ小さい子が好きで選んだ場所でしたが、奥が深く大変さもある所で色んな

ことが学べました（女性、3 年生） 

・実際に活動の準備や事務作業の内容などを知れたから。（女性、1 年生） 

〇その他 

・子どもたちを支えることで笑顔が見れて嬉しかったから（女性、3 年生） 
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・子供の考え方、価値観を優先しつつ、成長させようと努力している保育士さんの姿

が印象的だったから（女性、2 年生） 

・全体的に明るい印象を受けて子供と先生との雰囲気が良かった。（女性、2 年生） 

 

「あまりよくなかった」「よくなかった」と回答した理由 

・忙しくて余裕がなさそうで、自分の性格には合わないと感じた（男性、2 年生） 

・過酷だった（女性、2 年生） 

 

ウ．保育や子育てに関する授業の印象 

 中学校や高校の家庭科で受けた授業のうち、保育や子育てに関する授業の印象を尋ねた

ところ、約 7割の高校生が「楽しかった」(24.6％)「まあ楽しかった」(43.9％)と回答し

た。 

 

 

  

図図 22..11..2200  保保育育やや子子育育ててにに関関すするる授授業業のの印印象象  

 

そこで、保育や子育てに関する授業の印象の理由を自由記述で尋ねたところ、「楽しか

った」「まあ楽しかった」と回答した理由は「子どもが好きだから」「学んだ内容が興味深

かったから」といった内容が特に多くみられ、その他、「将来役に立つから」「制作や実践

などが楽しかった」といった内容もみられた。一方、「あまり楽しくなかった」「楽しくな

かった」と回答した理由は「子どもが好きではないから」「興味がないから」といった内

容が中心であった。 

 

（主な自由回答） 

「楽しかった」「まあ楽しかった」と回答した理由 

〇子どもが好きだから 

・子どもが好きで、将来子どもを産み育てたいと思っているから（女性、3 年生） 

・子どもが好きなので授業に興味が持てた（女性、2 年生） 

・子供が好きだからそのことについて学ぶのが楽しかった（男性、3 年生） 
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図図 22..11..2200  保保育育やや子子育育ててにに関関すするる授授業業のの印印象象  
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〇学んだ内容が興味深かったから 

・子どもがどういう感情のときに何をすることが多いのかを学んだり、何歳くらいで

なにができるのかを学ぶのが楽しかったから（回答したくない、1 年生） 

・子供と遊ぶイメージが強い保育だったが、子供の特徴であったり、一筋縄ではいか

ず様々な工夫がなされていることに気づいたから（女性、2 年生） 

・生命のしくみや、子供たちの行動の意味などを知るのがおもしろかったから（女性、

3 年生） 

〇将来役に立つから 

・子供が欲しい私は、将来絶対必要になる知識だと思っていて、将来のことを考えな

がら学んだから。（女性、3 年生） 

・自分が子育てする立場になったら役に立ちそうだから。（女性、1 年生） 

・本物に近い赤ちゃんの模型のようなものを使って抱っこ体験したり、将来子供につ

けたい名前を考えたりなど実用性が高いから。（女性、1 年生） 

 〇制作や実践などが楽しかった 

・折り紙を作ったり人形の赤ちゃんを抱っこしたりして楽しかったから（女性、1 年

生） 

・幼児向けのおもちゃを制作して楽しかったから。（女性、1 年生） 

  ・一人っ子である自分には赤ん坊を抱くということが初めてだったので、模型ではあ

ったが感動した（女性、3 年生） 

 〇その他 

・自分も小さい頃こういう風に育ててもらったんだな、と感じることが出来たから。

（女性、2 年生） 

・実際に幼稚園の子どもと関わることができたから（女性、3 年生） 

・先生の実際の話を交えながら授業するのが面白かった。（女性、2 年生） 

・大変さを知れていい機会だったから（男性、3 年生） 

 

「あまり楽しくなかった」「楽しくなかった」と回答した理由 

〇子供が好きではないから 

・あまり子供が好きではない（女性、2 年生） 

・子供が嫌いだからです（男性、2 年生） 

〇興味がないから 

・子育てに興味ないから（男性、2 年生） 

・私は正直、保育や子供について興味が無いので授業の内容もあまり興味が無いもの

でした。（女性、3 年生） 

・将来子供がほしいと思わないから（女性、2 年生） 

 

エ．学校の授業以外で保育や子育てについて調べたり話を聞いたりする機会 

 学校の授業以外で保育や子育てについて調べたり話を聞いたりする機会について尋ねた

ところ、約 4割の高校生が「よくあった」(11.2％)「少しあった」(30.1％)と回答した。 

 

 

図図 22..11..2211  学学校校のの授授業業以以外外でで保保育育やや子子育育ててににつついいてて調調べべたたりり話話をを聞聞くく機機会会  

  

３）保育職に対する意識 
ア．保育の仕事に対するイメージ 
 保育の仕事に対するイメージを尋ねたところ、「子どもが好きでないと務まらない」

（55.7％）が最も高く、次いで「責任が重い」（50.1％）、「子どもの成長を支える」（49.5％）、

「賃金が低い」（48.3％）が 5割前後となっていた。 

 そのうち、最もあてはまるイメージをみてみると、「子どもが好きでないと務まらない」

（21.5％）が最も高く、次いで「賃金が低い」（16.7％）、「子どもの成長を支える」（14.3％）、

「責任が重い」（12.1％）となっていた。 

 

  

図図 22..11..2222  保保育育のの仕仕事事にに対対すするるイイメメーージジ  
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イ．保育の仕事への興味・関心 

 保育の仕事への興味・関心について尋ねたところ、3 割強の高校生が「ある」（9.0％）

「少しある」(24.8％)と回答した。 

 

図図 22..11..2233  保保育育のの仕仕事事へへのの興興味味・・関関心心  

 

 

ウ．将来、幼稚園や保育所の先生になりたいか 

 保育の仕事に興味・関心が「ある」「少しある」と回答した高校生に、将来、幼稚園や保

育所の先生になりたいと思うか尋ねたところ、約半数の高校生が「思う」(13.9％)「少し

思う」(34.6％)と回答した。 

 

 

図図 22..11..2244  将将来来、、幼幼稚稚園園やや保保育育所所のの先先生生ににななりりたたいいかか  
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エ．幼稚園や保育所の先生になりたいと思う理由 

 幼稚園や保育所の先生になりたいと思う理由について尋ねたところ、「子どもが好きだ

から」（73.2％）が最も高く、次いで「保育の仕事に興味があるから」（50.0％）、「人のた

め、社会貢献できる職業だから」（26.8％）等であった。 

 

 

図図 22..11..2255  幼幼稚稚園園やや保保育育所所のの先先生生ににななりりたたいいとと思思うう理理由由（（複複数数回回答答））  
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オ．幼稚園や保育所の先生になりたいと思ったきっかけ 

 幼稚園や保育所の先生になりたいと思ったきっかけを尋ねたところ、「子どもが好きだ

から」（62.2％）が最も高く、次いで「保育の仕事に興味があったから」（40.2％）、「弟や

妹の面倒をみていたから」（29．3％）であった。 

 そのうち、最もあてはまるきっかけをみてみると、「子どもが好きだから」が 42.1％で

最も高く、他項目との差が大きくなっている。 

 

 

図図 22..11..2266  幼幼稚稚園園やや保保育育所所のの先先生生ににななりりたたいいとと思思っったたききっっかかけけ  
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カ．保育の仕事に興味関心がない／保育職を志望しない理由 

 「保育の仕事への興味・関心」で「あまりない」「ない」と回答した高校生（興味・関心

なし層）と、「将来、幼稚園や保育所の先生になりたいと思うか」で「あまり思わない」「思

わない」と回答した高校生（保育職志望なし層）にその理由を尋ねたところ、どちらの層

も「他にやりたい仕事があるから」が最も高く（興味・関心なし層 44.1％、保育職志望な

し層 54.0％）、次いで「給料がよくなさそうだから」「忙しそうだから」もどちらの層も 3

割台後半～4割と高くなっていた。なお、「子供があまり好きではない／苦手だから」をみ

ると、興味・関心がなし層は 40.6％、保育職志望なし層は 7.5％となっており、回答に大

きな差がみられた。 

 

図図 22..11..2277  保保育育のの仕仕事事にに興興味味関関心心ががなないい／／保保育育職職をを志志望望ししなないい理理由由（（複複数数回回答答））  
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オ．幼稚園や保育所の先生になりたいと思ったきっかけ 

 幼稚園や保育所の先生になりたいと思ったきっかけを尋ねたところ、「子どもが好きだ

から」（62.2％）が最も高く、次いで「保育の仕事に興味があったから」（40.2％）、「弟や

妹の面倒をみていたから」（29．3％）であった。 

 そのうち、最もあてはまるきっかけをみてみると、「子どもが好きだから」が 42.1％で

最も高く、他項目との差が大きくなっている。 

 

 

図図 22..11..2266  幼幼稚稚園園やや保保育育所所のの先先生生ににななりりたたいいとと思思っったたききっっかかけけ  
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キ．学校に通わなくても保育士の国家試験を受けられることに対する認知 

 高校卒業後、保育所や児童養護施設などの社会福祉士施設で、2 年間勤務すれば、大学

や短期大学、専門学校などに通わなくても、保育士の国家試験を受けることができること

を知っているか尋ねたところ、「知っている」と回答した高校生は 18.1％にとどまり、7割

以上の高校生は「知らない」と回答した。 

 

 

図図 22..11..2288  学学校校にに通通わわななくくててもも保保育育士士のの国国家家試試験験をを受受けけらられれるるここととにに対対すするる認認知知  

 

４４））保保育育職職のの魅魅力力をを高高めめるる工工夫夫やや取取組組  

ア．保育の仕事の魅力を高めるために必要だと思う改善・工夫  

 「保育の仕事への興味・関心」がで「あまりない」「ない」と回答した高校生と、「将来、

幼稚園や保育所の先生になりたい」と「あまり思わない」「思わない」と回答した高校生に

対し、保育の仕事の魅力を高めるにはどういった改善や工夫が必要だと思うかを自由記述

で尋ねたところ、「給料を上げる」「負担軽減」といった労働環境改善に関するものが多く

を占めた。他には、「職場体験・見学」や「魅力の発信」といった意見も複数みられた。 

 

（主な自由回答） 

〇給料を上げる 

・仕事量に比べて賃金があまりにも低すぎるから、もっと賃金をあげる必要があると

思う。（女性、3 年生、保育職志望はあまり思わない） 

・大規模な待遇改善(給料等) （男性、3 年生、興味・関心なし） 

・賃金アップなどブラックな環境を変える（女性、1 年生、保育職志望はあまり思わ

ない） 

・保育の仕事の難しさ・大変さに見合った給料の提供が必要だと思った（女性、2 年

生、興味・関心あまりなし） 

 〇負担軽減 

・ITを駆使して保育士の負担を減らしていく（女性、1 年生、興味・関心あまりなし） 

・ニュースで虐待保育を見かけます。虐待が起きる理由が保育士不足による業務負担

が多いので、保育士の負担を軽減する工夫が必要だと思います。保育士がゆとりを

もてるよう働き方の見直しをするなど。（回答したくない、1 年生、興味・関心あま

りなし） 

(n=1,000) 18.1 71.0 10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない わからない

・人数を増やす。残業がないようにする。子供の管理をデジタルでできるようにする。

保護者への対応をどこまでやればいいのかの範囲を定める（女性、1 年生、興味・

関心なし） 

・残業の負担ができるだけなくなるサポート（女性、3 年生、保育職志望はあまり思

わない） 

〇職場体験・見学 

・職場体験を定期的にやる（女性、1 年生、興味・関心あまりなし） 

・保育の仕事内容についての知識を増やすために授業などで保育園などの見学に行か

せる（女性、1 年生、興味・関心あまりなし） 

〇魅力の発信 

・保育の仕事のどういうところがいいかをもっと世間に知れ渡るように SNSを利用し

て仕事の様子をみてもらう。（女性、2 年生、保育職志望はあまり思わない） 

・仕事内容が大変だと想像している人が多いため、保育士などの仕事の楽しさを知っ

てもらう。（女性、2 年生、保育職志望は思わない） 

〇その他 

・トラブルが起きた時の保育士を守る制度（女性、2 年生、興味・関心あまりなし） 

・子どもの責任を押し付けているので親が文句を言わないような工夫をしないといけ

ない（女性、2 年生、保育職志望はあまり思わない） 

・保育士として働く人が不祥事をまず起こさないようにすること。（女性、1 年生、興

味関心あまりなし） 
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イ．幼稚園教諭や保育士を目指す生徒を増やすために必要な取組 

 幼稚園教諭や保育士を目指す生徒を増やすために必要な取組について尋ねたところ、「保

育職の処遇改善（給与・職場環境等）」（44.7％）が最も高く、次いで「保育職の社会的地

位の向上」（38.2％）、「補助金による修学支援」（36.2％）等であった。 

 

  

図図 22..11..2299  幼幼稚稚園園教教諭諭やや保保育育士士をを目目指指すす生生徒徒をを増増ややすすたためめにに必必要要なな取取組組（（複複数数回回答答））  
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ウ．中学生や高校生に保育の仕事の魅力を伝えるために、国や教育委員会、学校などがす

ればいいことのアイディア 

 中学生や高校生に保育の仕事の魅力を伝えるために、国や教育委員会、学校などがすれ

ばいいことについてのアイディアを自由記述で尋ねたところ、「職場体験を増やすこと」

「実際に働いている人から話を聞く機会を増やすこと」「子どもと触れ合う機会を増やす

こと」や、「労働環境の改善」に関する意見が多くみられた。 

 

（主な自由記述） 

〇職場体験を増やすこと 

・インターンシップや職場体験などを活用し、生徒本人にやりがいを感じてもらう（女

性、1 年生） 

・講演会を行ったり職場体験を 1時間などではなく何日間か続けて行ったりする（女

性、3 年生） 

・職場体験だけでなく、学生全員が保育の場に関わることが必要。私が通っていた中

学校では、中学 3 年生全員が近くの幼稚園に幼児保育体験を行っていた（女性、3 年

生） 

〇実際に働いている人から話を聞く機会を増やす 

・どうして保育士が必要なのかを教えてあげられるような講演会を開く。普段保育士

がどんな仕事をしているのか、子供と接している所以外の仕事も伝える（女性、2 年

生） 

・今よりも積極的に保育士さんや幼稚園教諭に来校してもらい、ポジティブなエピソ

ードを話してもらうことで、給料や残業等のネガティブなイメージを少しでも和ら

げることが大切だと思う（男性、1 年生） 

・中学校や高校の OBや OGに講演をしてもらい、保育の仕事を選んだきっかけや仕事

に就くための方法、メリットなどの魅力を分かりやすく、身近に感じられるような

ものを行うことが良いと思います（女性、3 年生） 

 〇子どもと触れ合う機会を増やす 

・ボランティアなどで保育園に行く機会を作る（女性、1 年生） 

・もっと小さい子との交流を増やしどういう仕事なのかなど詳しく広めていくべき

（女性、2 年生） 

・学生が保育の仕事と関わる機会を増やすため、近所の保育園や幼稚園と季節ごとの

イベントなど通じて関わる。（女性、1 年生） 

〇労働環境の改善 

・虐待などのニュースでなりたいっていう気をなくすから、職場の改善をすべきだと

思う（女性、1 年生） 
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イ．幼稚園教諭や保育士を目指す生徒を増やすために必要な取組 

 幼稚園教諭や保育士を目指す生徒を増やすために必要な取組について尋ねたところ、「保

育職の処遇改善（給与・職場環境等）」（44.7％）が最も高く、次いで「保育職の社会的地

位の向上」（38.2％）、「補助金による修学支援」（36.2％）等であった。 

 

  

図図 22..11..2299  幼幼稚稚園園教教諭諭やや保保育育士士をを目目指指すす生生徒徒をを増増ややすすたためめにに必必要要なな取取組組（（複複数数回回答答））  
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・今現在は保育士の待遇の悪さから興味がある人以外が寄り付かない状況になってい

るように感じるので国には他の業種以上の賃上げをしてほしい（男性、3 年生） 

・残業が多いということを SNS等でよく見るので、職場環境を変えていくことで保育

関係の仕事を視野に入れる人は多いと思います（女性、3 年生） 

〇その他 

・家庭科の授業でもっと保育士さんの仕事を学ぶべき。（後略）（女性、3 年生） 

・やはり良いところだけを見せる、言うのではなくしっかりと辛いことや悩み事等も

伝えることが大切だと考えます（男性、3 年生） 

・マイナスな情報だけでなくプラスな情報を広める（女性、2 年生） 

 

（３）まとめ 

 本調査の結果、保育職は「子どもが好きでないと務まらない」「責任が重い」「賃金が低

い」というイメージが強く、保育・幼児教育分野への進学を希望する生徒も少ない状況に

あることが分かった。 

 保育の仕事に対する興味を尋ねたところ、3割強の高校生が「ある」「少しある」と回答

したものの、そのうち、「将来、幼稚園や保育所の先生になりたい」と思っていると回答し

た高校生は 5割弱にとどまった。つまり、興味・関心があっても職業にしたいとは思って

いない高校生が半数程度いることが分かった。そこで、「将来、幼稚園や保育所の先生にな

りたい」と思っている高校生にその理由を尋ねたところ、「子どもが好きだから」や「保育

の仕事に興味があるから」「人のため、社会貢献できる職業だから」「自分の性格に合って

いるから」「得意なことを活かせると思ったから」といった回答が多くなっていた。こうし
た⾼校⽣の思いや考えが、将来、保育者を⽬指す動機になっていることが分かった。 
一方、保育職に興味がない、幼稚園や保育所の先生になりたいと思わない高校生にその

理由を尋ねたところ、「他にやりたい仕事があるから」「子供があまり好きではない／苦手

だから」といった個人の方針によるもののほか、「給料がよくなさそうだから」、「忙しそう

だから」といった仕事の条件面に関するものが挙げられていた。そこで、保育の仕事の魅

力を高めるにはどういった改善や工夫が必要か自由記述で尋ねたところ、「給料を上げる」

「負担軽減」といった労働条件改善に関するものが多く挙げられていた。 

また、すべての回答者に、幼稚園教諭や保育士を目指す生徒を増やすために必要な取組

について尋ねたところ、「保育職の処遇改善（給与・職場環境等）」や「保育職の社会的地

位の向上」「補助金による修学支援」「実習・インターンシップ・職業体験の充実」が挙げ

られていた。そこで、中学生や高校生に保育職の魅力を伝えるために、国や教育委員会、

学校などがどのようなことをすればいいか、そのアイディアを自由記述で尋ねたところ、

職場体験や実際に働いている人から話を聞く機会、子どもと触れ合う機会など、保育への

タッチポイント増加に関する意見や、労働環境の改善に関する意見が多くみられた。 

以上のことから、保育者を志望する高校生を増やしていくためには、保育の魅力を伝え

る取組として、保育の仕事や子供とふれ合える体験の機会を積極的に提供し、それらの取

組を通じて、保育の仕事に興味をもってもらったり、自分の得意なことが生かせそうと感

じてもらったり、子どもが好きと感じてもらうことが必要なのではないかと推察される。

また、労働条件についてネガティブなイメージが浸透しているため、保育職のイメージ改

善や魅力向上を図るためには、保育職の「処遇改善」「社会的地位の向上」が喫緊の課題で

あることが分かった。 
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Ⅱ 養成校生を対象としたキャリア形成

１ の現職保育者との交流会

月 日（土） 限（ ～ ）に、午前中保育者研修と茶話会を終えた の現

職保育者 名と、本学子ども支援学科２年生が、幼稚園教育実習事前指導 の授業の一

環として、交流会を行った。

（１） 代表・安田奈央教諭（國學院大學人間開発学部子ども支援学科 期生）の講話

まず、 を代表して、学校法人渡辺学園港北幼稚園（横浜市）に在職 年目、子ども

支援学科 期生安田奈央教諭が、「子どもの世界や遊びって面白い！―保育職の魅力と実習

にむけて」という演題で学生に講話を行った。幼稚園の一日の様子、学生時代の実習前の不

安と実習後の達成感について、自身の経験を交えて話した。

また、幼児期の子どもの遊びの魅力と、子どもの興味・関心を生かした遊びの援助につい

て、「恐竜探し」「ポップコーン屋さん」「ぺんぎんランド」などのたくさんの事例を交えて、

遊びを通して子どもを育む保育職の魅力について語ってくれた。

（２） と養成校生とのグループ懇談会

実習直前の養成校生 名程度のグループに が 名ずつ入り、グループ懇談会を行っ

た。評価者である養成校教員に対してはなかなか相談しにくい実習前の不安や悩みについ

ても、 が自身の学生時代の経験を踏まえて等身大の回答をしてくれたことで、養成校

生は大変安心した様子であった。特に、保育現場では数の少ない男性保育者が 名（共に公

立保育園勤務）いたことで、男子学生が積極的に質問をしていた。保育職は女性が占める割

合が高く、「女性の仕事」というステレオタイプがあることから、男子の養成校生あるいは

養成校入学を希望する男子高校生から将来のキャリアに不安を感じる声も聞かれる。男性

が保育者としてキャリアを重ね、家庭をもって生活できる社会的にも経済的にも安定した

職であるというイメージをもてたことは養成校生にとって大変重要な機会となったこと推

察される。

（３） との交流会についてのアンケート調査

１） 対象アンケート結果

との交流会におけるグループ懇談について、 名を対象にアンケート調査を行

ったところ以下のような結果となった（表 ）。

名中 名が「よかった」、 名が「まあよかった」と回答した。グループによっては学

生からの質問があまり出ず が不安を感じながら話をリードしなければならない部分が

あり戸惑った様子も見受けられたが、養成校生の不安を聞き、初心に戻ったり実習生が来た

ときの参考になったりと交流会に参加したことについておおむね肯定的な感想が寄せられ

た。大学教員が実習事前指導をしたり、外部講師の先生が実習の話をしたりするような理想

や建前ではなく、年齢の近い保育者の生の声を聞けることが価値あることと 自身も実
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